
ソーシャルビジネス推進イニシアティブ

事業基盤強化専門委員会について

【目的】

他の専門委員会・ワーキンググループでの議論と連携をしながら、ＳＢ事業者を中心とした

ネットワークの立ち上げと、それによるＳＢ事業者の創出・育成、ならびに企業セクターにお

けるＳＢ推進について（パートナーシップ手法やソーシャル・マーケティング等）、検討を行

う。 

【今年度目標】

①ＳＢ事業者ネットワークに関する基本的考え方・基本構想（計画）の策定

②パートナーシップ等を通じた企業セクターにおけるＳＢ推進について（ソーシャル・マーケ

ティング、ソーシャル・エンタープライズ等） 
③ＳＢ全般の制度設計（認定制度・法人制度や金融施策等）についての検討

【スケジュール】

【構成員（敬称略）】

氏名 所属

藤田 和芳（委員長） ＮＧＯ大地を守る会会長／（株）大地を守る会代表取締役社長

澤山 弘 信金中央金庫総合研究所主任研究員／専修大学大学院客員教授

鈴木 政孝 ＮＰＯ法人イー・エルダー理事長

関 正雄 （株）損害保険ジャパン理事 ＣＳＲ統括部長

胤森 なお子 フェアトレードカンパニー（株）常務取締役

濱口 敏行 ヒゲタ醤油（株）代表取締役社長／（社）経済同友会（ＮＰＯ・社会起業推進委員会委員長）

矢崎 和彦 （株）フェリシモ代表取締役社長

【ゲスト（敬称略）】

氏名 所属

駒崎 弘樹 ＮＰＯ法人フローレンス代表理事

【１０月２０日】 【１２月９日】 【１月】

■目標の共有

■ケーススタディ

■基本的考え方の取りまとめ

■ゲストを交えた議論の深堀り

■基本構想の策定

【検討内容】

●ＳＢ推進組織のケーススタディ

（ＳＶＮ等）

●経済団体、企業セクター等との

パートナーシップについてのケー

ススタディ

【検討内容】

●SB 推進組織のあり方について

●ＳＢ制度設計についてのケース

スタディ（ゲストを交えた議論）

⇒認定制度・法人制度

⇒金融施策

●基本的考え方の整理

【検討内容】

●基本的考え方に基づいた具体

的プログラム展開の検討、基本構

想の取りまとめ

●２２年度展開案ならびに中長期

計画案の取りまとめ

●ＳＢ制度設計に向けた検討の進

め方の確認



ソーシャルビジネス推進イニシアティブ

人材育成専門委員会について

【目的】

全体目標を念頭におきながら、ＳＢ事業ならびに雇用の拡大を実現するために、当人材育成

専門委員会を設置し、よりＳＢの起業に結び付きやすくなるような人材育成のあり方の検討を

行うとともに、企業や自治体などとの人材育成のための連携方策についても検討を行う 

【今年度目標】

①ＳＢ人材育成に関する基本的考え方・基本構想（計画）の策定

②ＳＢ人材育成ガイドラインの構築

③企業、大学、自治体等との連携による人材育成体制構築についての検討

【スケジュール】

【構成員（敬称略）】

氏名 所属

坂本 文武（委員長） ウィタン アソシエイツ（株）取締役シニアコンサルタント

岡本 義行 法政大学大学院政策創造研究科教授

佐藤 真久 東京都市大学環境情報学部講師

永沢 映 ＮＰＯ法人コミュニティビジネスサポートセンター代表理事

宮城 治男 ＮＰＯ法人ＥＴＩＣ．（エティック）代表理事

【９月】 【１１月】 【１月】

■目標の共有

■ケーススタディと分析

■基本的考え方の取りまとめ ■基本構想（計画）の策定

【検討内容】

●全体目標と専門委員会の目標

の共有

●ケーススタディ

●既存の人材育成プログラムの

マトリックス分析ならびに課題、優

位性の抽出

【検討内容】

●人材育成プログラム事例スタデ

ィの補足等

●人材育成ビジョン（ガイドライン）

の検討

●基本的考え方の整理

【検討内容】

※基本的考え方に基づいた具体

的プログラム展開の検討、基本構

想の取りまとめ

●基本構想の取りまとめ

●ＳＢ人材育成ガイドラインの策

定

（ターゲット、求められる人材像、

大学や地域との連携によるプログ

ラムの普及についてのとりまとめ）



ソーシャルビジネス推進イニシアティブ

国際 SB 専門委員会について

【目的】

将来的に全国規模のＳＢ推進組織が、国際的なＳＢの窓口機能を果たせるよう、国際的視野

に立ったＳＢおよび日本の役割と、海外のＳＢ推進組織との連携のあり方、国際的なＳＢイベ

ントへの協力等について検討する。

【今年度目標】

①国際連携によるＳＢ推進に向けた基本的考え方･基本構想（計画）の策定

②国際的視野に立ったＳＢモデルについての検討

③海外ＳＢ推進組織との連携を通じた日本のＳＢ推進のあり方についての検討

④ＳＢの国際規模のフォーラム、国際交流イベント開催への協力等

【スケジュール】

【構成員（敬称略）】

氏名 所属

中村 陽一（委員長） 立教大学大学院２１世紀社会デザイン研究科教授

井出 勉 （社）日本ペンクラブ事務局長代理

北島 健一 立教大学コミュニティ福祉学部教授

下澤 嶽 ＮＰＯ法人国際協力ＮＧＯセンター（ＪＡＮＩＣ）事務局長

新谷 大輔 （株）三井物産戦略研究所研究員

【１１月５日】 【１月後半～２月前半】

■ＳＢの国際的役割についての現状認識の共有

■基本的考え方の取りまとめ

■基本構想の策定

■次年度実施計画の取りまとめ

【検討内容】

●国際規模の社会的課題解決に対するＳＢについて

（ケーススタディ）

●海外ＳＢ推進組織との連携について

●基本的考え方の整理

【検討内容】

※基本的考え方に基づいた具体的プログラム展開

の検討、基本構想の取りまとめ

●国際連携によるＳＢ推進のあり方について、基本

構想の取りまとめ

●次年度実施計画についての取りまとめ



ソーシャルビジネス推進イニシアティブ

普及・啓発ワーキンググループについて

【目的】

ＳＢの普及啓発を加速化し、ムーブメントを醸成するために、若手ＳＢ事業者等も参画した

ワーキンググループ形式で議論できる場として当ワーキンググループを設置し、フォーラム、

ポータルサイト等具体的なプログラムの展開や、ＳＢムーブメント醸成に向けた取り組み等に

ついての検討を行う。 

【今年度目標】

①全国規模のフォーラムの開催、ポータルサイトを活用した普及啓発の推進

②地域とも連携したＳＢムーブメント醸成に向けた取り組みについての検討（メディア等の活

用による一般に向けた広報展開、ＳＢプレスネットワーク的取り組み等） 
③普及･啓発活動の基本的考え方・基本構想（計画）の策定

【スケジュール】

【構成員（敬称略）】

氏名 所属

原田 勝広（委員長） 日本経済新聞社編集委員

石川 治江 ＮＰＯ法人ケアセンターやわらぎ代表理事

後藤 栄司 全国地方新聞社連合会幹事

中村 陽一 立教大学大学院２１世紀社会デザイン研究科教授（イニシアティブ運営委員）

山田 裕子 ＮＰＯ法人大阪ＮＰＯセンター事務局長

【ゲスト（敬称略）】

氏名 所属

野中 章宏 アジアプレス・インターナショナル代表

【９月】 【１１月】 【１月】

■今年度取組についての検討 ■基本的考え方の取りまとめ

■ゲストを交えた議論の深堀り

■基本構想の策定

【検討内容】

・全国規模のﾌｫｰﾗﾑ開催について

・ﾎﾟｰﾀﾙｻｲトの活用について

・ﾑｰﾌﾞﾒﾝﾄの醸成につながる取組

みについて

・SB を分かりやすく伝えるための

取組み（ﾍﾟｰﾊﾟｰ等）の検討

【検討内容】

・地域協議会と連動した SB ﾑｰﾌﾞﾒ

ﾝﾄのための取組みについて

（※ｹﾞｽﾄを交えた議論）

・普及啓発の基本的考え方の整

理

・ﾌｫｰﾗﾑ、ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの進捗確認

【検討内容】

基本的考え方に基づいた具体的

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ展開の検討、基本構想の

取りまとめ

・SB ﾑｰﾌﾞﾒﾝﾄにつながる取組みの

進め方について

※全国規模のﾌｫｰﾗﾑ実施（２月）

※ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ（新規ﾍﾟｰｼﾞ）完成



ソーシャルビジネス推進イニシアティブ

地域協議会ワーキンググループについて

【目的】

将来的に地域ブロックごとに設置された９つの地域協議会が有機的なネットワークを持ち

ながら、各地域におけるＳＢ／ＣＢ推進について協力し合える体制を構築していくために、ゴ

ールイメージを議論し、地域ネットワークの充実に向けた原案作りを担う。 

【今年度目標】

①地域協議会ネットワークの基本的考え方･基本構想（計画）の策定

②地域協議会の自立化についての検討（自立化ツールメニューの共有と移転等）

③地域連携による取り組みについての考え方（共通プログラムの試験的実施の検討等）

【スケジュール】

【構成員（敬称略）】

氏名 所属

永沢 映（委員長） 広域関東圏コミュニティビジネス推進協議会代表幹事

ＮＰＯ法人コミュニティビジネスサポートセンター代表理事

加藤 哲夫 東北ソーシャルビジネス推進協議会会長

ＮＰＯ法人せんだい・みやぎＮＰＯセンター代表理事

川北 秀人 ＩＩＨＯＥ（人と組織と地球のための国際研究所）代表

関戸 美恵子 東海・北陸コミュニティビジネス推進協議会代表世話人

ＮＰＯ法人起業支援ネット理事

【１０月１３日】 【１２月２５日】

■基本的考え方についての検討

■共通プログラムについての検討

■自立化についての検討

■基本構想の策定

■次年度実施プログラムの策定

【検討内容】

●基本的考え方についての検討

●今年度共通プログラムについての検討

●地域協議会の自立化に向けて議論の進め方につ

いて

【検討内容】

●地域協議会ネットワークの基本構想の策定

●次年度実施する共通プログラムの策定

⇒テレビ会議、地域連絡会において協議、合意を得

る


